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あとがき
　来年には21世紀を迎え，医療も大きく変貌しようとして
いる．21世紀の医療においては，1）遺伝子，2）情報（コ
ンピューター），3）英語が非常に重要な役割を果たしてい
くと思われる．その意味で，本号では原著2編，症例報告1
編が英文で掲載されていることは，喜ばしい限りである．
東京医科大学の中から国際的に通用する人材を多く育成す
るために，指導者も英語を用いた発表を行うように若手を
励ます努力が必要であろう．
　さて，よい医学教育を行うためには診療や研究において
優れていることはもちろん，人間的にも温厚で病める方々
の悩みに真剣に取り組める人柄が重要であろう．研究を行
った成果は研究会や学会あるいは紙上で発表し，多くの方
にその内容を知っていただき，批判を仰ぐ必要がある．本
号にも本学で開催された4研究会の抄録が掲載されている
が，本学の学問的向上のために，少しでも役立てばと思う．
　本学卒業生の医師国家試験の成績は例年になく不良であ
ったが，名誉回復のためにも教職員は教育や研究にさらな
る努力を積み重ねることが要求されており，そのためにも
本誌をより積極的に利用して欲しいと願う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（向井　清　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．医学会幹事会の幹事，委員及び監事の任期満了に伴い，
　平成11年12月1日～平成13年11月30日までの新メン
　バーが決まったことが報告された．
2．第146回医学会総会は，平成12年11月4日（土）に開
　催し，シンポジウムを行うことが決定した．当番教室は，
　解剖学教室（2），皮膚科学教室
3．臨床懇話会開催報告及び開催予定の報告があった．
　開催報告
　　第295回　　11年11月30日　　産科婦人科学
　　第296回　　11年12月16日　　放射線医学
（平成12年1月）
　第297回
開催予定
　第298回
12年1月21日　　霞ヶ浦・腎臓科
12年2月17日　　麻酔学
4．編集情況の報告並びに編集について討議した．
5．日本学術会議第18期会員の推薦に当たる推薦人の指名
　および同推薦人予備者が決定した．
　推薦人：小柳泰久副会長　推薦人予備者：大屋敷一馬庶
　　　　　務幹事
6．東医大誌58巻1号～59巻6号のあとがき執筆者の順序
　が決まった．
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